



雑誌名 宮城教育大学環境教育研究紀要 = Research
bulletin of Environmental Education Center,
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収めてしまう傾向があることには留意すべきである．
　小学校の総合学習に関する各種の協議の場では，多
くの場合，「教員の激務のなかでは余裕がない」「これ
以上の仕事を持ち込まないでほしい」との話が出る．
時間的にも精神的にも余裕がない現状は，私もある程
度は理解している．そうした場面でこそ，外部講師と
の連携が大きな要素になるだろう．
おわりに
　最後に，日常での観察でなければ正体を突き止め
られない身近な素材として，私が自然学習で使い続
けている，ササの葉に空いた穴を紹介しておきたい
（図７～８）．東北地方に限らず，全国の平地から山地，
郊外の緑地から山深い森まで，ササの葉を探せばこの
ような穴はごく普通に見つかる．観察会では参加者に
問いかけ，いくつかの大学で延べ1000人以上の学生
にも問いかけてきた．この穴の実物は誰にでも発見で
きるが，私が問いかけた中に，穴を空けた正体にたど
りついた人はまだいない．
　この問いかけが非常に良問なのは，ウェブ上にも書
籍にも，答えとなる事実が見当たらないためである．
身近でありながら，ウェブ上に正答がない（誤った想
像はいくつもある）素材というのは，探しても容易に
は見つからないだろう．「答えを教えてください」と
何度も求められたが，ひとたび広がった情報は回収で
きないため，一律で断っている．
　私は，何がこの穴を空けたのかを知っている．ただ，
自身での探索があと一歩というところで，十数年かけ
て解明したという知人から，正体を教えられてしまっ
た．ひとたび得た知識は消せず，悔しさも併せ持って
いる．
　近年になって，この穴の正体に触れた書籍が出てき
た（新開，2016）．宮崎県での著者による克明な観察で，
穴が空く原因がひとつではなく，複数確認できたこと
が記されている．幸い，東北地方と宮崎県とでは正体
が重なっておらず，今回図示したような穴を空けた正
体は，この本には登場していない．
　図示したような穴は，身近な場所でごく簡単に見
つかる．問われる側に立てば，「答えを教えてくださ
い」との問い合わせの多さに，観察という行動を経ず
に回答だけを求める時代になっていることを痛感する
だろう．ぜひ，何がこのような穴を空けるのかを探し，
観察会の時間内ではなく，日常のなかでも観察を続け
ることで，多くの人に正体を突き止めてほしい．
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図７．ササの葉に横一列に並んだ穴
図８．ササの葉に横一列に並んだ穴
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